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そこで，本稿では路側機が整備されているエリアにおいて，OFDMA を用いて RVC と IVC を
同一周波数帯域で共用運用する周波数共用スケジューリングを提案する．このスケジューリング
において，RVC の特性を向上できる適応的なサブキャリア割当手法を適用されている．また，電
力制御を行う上で IVC の周波数オフセットと時間オフセットによる RVC への干渉を抑える適応
的な IVC選択手法を提案する．最終的に，複数の RVC と IVC の通信ペアが混在している環境に
おいて，IVC のオフセットによる RVC の特性劣化に対し，提案した適応的な OFDMA サブキャ
リア割当手法と適応的な IVC 選択手法を適用した周波数共用スケジューリングを施すことで，
RVCの特性劣化が大きく改善されたことが確認できる．また，車車間距離による交通安全の観点
を考慮し，提案する周波数共用スケジューリングは RVC と同一周波数帯域を共用する IVC の通
信ペアに適切な優先度を与えていることを確認できる． 
 
